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●一日
消
防
官

　
　
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
高
島
市
防
火
保
安
協
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
市
内
の
４
事
業
所
か
ら一日

消
防
官
を
任
命
し
、
初
期
消
火
や
応

急
処
置
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、
市
内
の
こ
ど
も
園
な

ど
を
訪
問
し
、
火
災
の
怖
さ
な
ど
を
広

報
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
で
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
！

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

火
災
予
防

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
！

『
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
』

●
消
防
訓
練

　
今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
か
ら
出

火
し
た
と
想
定
し
、
消
防
訓
練
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
ホ
テ
ル
従
業
員
が

実
際
に
１
１
９
番
通
報
を
し
、
利
用
客

の
避
難
誘
導
・
初
期
消
火
を
行
い
、
消

防
隊
が
到
着
後
に
は
消
防
隊
へ
情
報
提

供
を
行
う
訓
練
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
の
主
な
取
り
組
み

●
住
宅
防
火
診
断

　
放
火
や
電
気
コ
ー
ド
な
ど
か
ら
の
出

火
を
防
ぐ
た
め
、
消
防
職
員
が
防
火
に

つ
い
て
診
断
し
ま
す
。（
事
前
に
訪
問

す
る
地
区
へ
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
ち
ま
し

た
。
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。
定
期
的
に
点
検
し
10
年
を
目
安
に

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
島
市
で
は
、　

●
寝
室（
普
段
の
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
）

●
階
段
（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

　
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
作
動
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う　

　

も
し
、「
ピ
ー
ピ
ー
」
や
「
火
事
で

す
火
事
で
す
」
と
い
う
警
報
音
が
鳴
ら

な
け
れ
ば
、
正
常
に
作
動
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
は
、
本
体
に
つ
い
て
い

る
取
扱
説
明
書
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

適
切
な
対
処
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
定
期
的
に

　
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う

　
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
多
量
の
煙

が
発
生
し
、
矢
印
の
部
分
に
入
っ
て
警

報
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
矢

印
の
部
分
に
ホ
コ
リ
な
ど
が
付
い
て
い

る
と
、
煙
が
入
り
に
く
く

な
り
、
正
常
に
作
動
し
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乾
い
た
布
な
ど
で
ホ
コ

リ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。予

防
課
　
（
２
２
）
５
４
０
３

（一社）日本火災報知器工業会作成リーフレット引用

正常に動作していると、正常をお知らせするメッセージまたは
火災警報音が鳴ります。

市民協働課　 （25）8526

　高島市では、地域の課題解決や地域振興策に
ついて市民の立場で検討・実践し、市民協働に
よる魅力あるまちづくりを推進するため、「高
島市まちづくり推進会議」を開催してきました。
　推進会議では、30 人の市民の皆さんと市職
員が、２年間にわたり会議を重ねてきました。
　任期最終年度にあたる今年度末に、それぞれ
６つのグループ（観光・子育て・一体感・自然・
若者定住・高齢者）で協議したことや実践した
活動について報告会を開催します。
　報告会は、活動内容をまとめた報告書を基に
グループ発表を行い、その後どなたでもご参加
いただける意見交換の場を設けます。市民主体
の魅力あるまちづくりの実現について一緒に話
しませんか。ぜひご参加ください。

▼日時　３月 11 日土
　　　　　15時30分～17時30分

▼会場　観光物産プラザ（新旭公民館）

▼内容　各グループからの活動報告、ワールド
カフェ形式の意見交換会

まちづくり推進会議
報告会を開催します

総務課　 （25）8000

　今年の４月１日から支所の宿直が廃止になり
ます。
　これに伴い、各支所では 17 時 15 分から翌
朝８時 30 分まで職員が不在となり、この間の
電話については、市役所本庁へ転送されます。
　また、夜間における戸籍等の届出については、
本庁のみの取り扱いとなりますので、ご理解の
ほどよろしくお願いします。
　なお、大雨や大雪などの警報発令時には、今
までどおり支所職員が登庁し、待機しますので
ご安心ください。

（ただし、今津支所は、新しい建物が完成する
７月末ごろまで宿直の一部の対応を行います。）

●日直の取り扱いは変更ありません
　各支所における土日、祝祭日および年末年始

（12 月 29 日～１月３日）の日直は、従来どお
り行います。

※日直…８時 30 分～ 17 時 15 分
　宿直…17 時 15 分～翌朝８時 30 分

４月１日から、
支所の宿直を廃止します

市民の皆さんと２年間

話し合った成果

　農地の賃借料の目安にしていただくために、平成 28 年中に締結（公告）された賃借料を集計しまし
たので、お知らせします。農地の貸し借りの際の参考にしてください。
　 なお、「農地の賃借料情報」に拘束力はありませんので、農地の状況等に合わせて、貸し手と借り手
の両者でよく協議し設定してください。（標準小作料制度は廃止されています）

※データ数は、集計に用いた筆数です。畑については、事例が少ないためデータには含まれていません。

農業委員会事務局　 （25）8513

地域 平 均
（㎏ / 年）

最 高
（㎏ / 年）

最 低
（㎏ / 年）

データ数
（件）

マキノ ３７ ６０ １５ ８９
今　津 ５０ ６０ ３０ ７０
朽　木 ３６ ５０ ３０ １９
安曇川 ４９ ７０ １５ ３４４
高　島 ５８ ７０ ３０ １０６
新　旭 ４０ ６９ １６ １５８

市内平均 ４７ ７０ １５ ７８６

◆	1 反当りの物納（玄米）量（１kg 未満四捨五入）

地域 平 均
（円 / 年）

最 高
（円 / 年）

最 低
（円 / 年）

データ数
（件）

マキノ 6,300 10,000 3,900 46
今　津 6,700 10,000 3,000 196
朽　木 10,000 10,000 10,000 14
安曇川 7,200 12,000 2,600 85
高　島 8,900 10,000 2,800 112
新　旭 6,500 8,300 3,400 41

市内平均 7,300 12,000 2,600 494

◆ 1反当りの賃借料 （１００円未満四捨五入）

農地の賃借料情報
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３
月
は
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
自
殺
者
が
多
い
月
で
す
。

そ
の
た
め
、
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
背
景
は
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病

気
、
多
額
の
借
金
、
親
し
い
人
と
の
死
別
体
験
、
い
じ
め
、

過
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
い
く
つ
も
の
要
因
が
重
な
る

こ
と
で
「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
追
い
詰
め
ら
れ
自
殺
を
選
ん

で
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
や
引
っ
越
し
、
昇
進
な
ど
の
生
活
上
の
変
化

が
、
一
見
他
人
に
は
幸
せ
に
見
え
る
こ
と
で
も
本
人
に
と
っ

て
は
大
き
な
悩
み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
大
き
な
悩
み
を
抱
え
た
人
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
き
、
一
緒
に
考
え

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
与
え
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
安
心
し
て
相
談
で
き
る
人
の
こ
と
を「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
特
別
な
資
格

は
不
要
で
す
。
家
族
や
友
人
、
職
場
の
人
、
近
所
の
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
気
づ
き
】

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、「
死

ぬ
し
か
な
い
」
と
視
野
が
狭
ま
っ
て

い
た
り
、
強
い
孤
独
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

き
声
を
か
け
る
こ
と
で
、「
自
分
の

こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
」「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」
と
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
傾
聴
】

　
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
、
そ
の
人
の

気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、「
自

分
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
」

と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
大
切

な
人
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

【
つ
な
ぎ
】

　
抱
え
込
ん
で
い
る
問
題
や
悩
み
を

解
決
す
る
方
法
を
知
ら
ず
に
死
を
選

択
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

専
門
家
の
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
見
守
り
】

　
話
を
聴
き
、
専
門
家
を
紹
介
し
た

ら
万
事
解
決
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う

に
見
え
て
も
、「
も
う
大
丈
夫
」
と

油
断
せ
ず
、
常
に
相
手
に
関
心
を

も
っ
て
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

講師
 （社福）琵琶湖愛輪会　松の浦湯治の郷施設長

　扇
おおぎだ
田　宗

むねちか
親さん

　人それぞれに、わずらわしくても、思
い通りにいかなくても、手間ひまかけて
“暮らす”こと。日々の暮らしの中で大
切にされることを、皆さんと分かち合い
たいと思います。

　
～
３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

【ゲートキーパー養成講座】　「傾聴力を磨く」

　ゲートキーパーの役割の一つであ
る「傾聴」は、相手の話に耳を傾ける
ことであり、相手に寄り添うコミュニ
ケーションの技法です。「傾聴力」を
磨くことで、大切な人もあなたも元気
になれるよう講座を開催します。

（定員 50 人）

参加費無料
！

問・申 健康推進課　 （25）8065

日	時　３月 13 日 月　14時～16時　　場	所　安曇川公民館

　人それぞれに、わずらわしくても、思
い通りにいかなくても、手間ひまかけて
“暮らす”こと。日々の暮らしの中で大
切にされることを、皆さんと分かち合い

　京都に開設されたアンテナショップ『かもす
家』は、当初の開設期間を平成 29 年２月 28
日（火）までとしていましたが、開店以来大変
好評を得ていることから、この度、３月以降も
引き続き開設することが決定しました。
　ぜひお友達等お誘いのうえ、お立ち寄りくだ
さい。（住所や営業時間など詳しくは広報たか
しま 12 月号をご覧ください）
問 高島市商工会　ὸ（32）1580

「かもす家」　延長決定！

「喜ぶ顔が見たいから」

【さいじ】歳時　催事　細事 etc…
移ろいや催し、日々感じる細々したこ
とを地域おこし協力隊の感性で徒然伝
えていくコーナーです。地域おこし協力隊

太田　彩

　３月です。３月といえばひな祭りですね。私も
小さい頃は家にお雛様を飾っていました。
　思い返してみると、季節行事をちゃんとやって
いたのって小学校に入る前がほとんどです。小学
校に通い始めると、だんだんとやらなくなっちゃ
う行事が増えてきました。一人暮らしを始めてか
らはこれまた顕著で、誕生日とクリスマスにケー
キを食べるくらいに。一人でってなるとなかなか
手間ですもんね。
　昔こういった節目の行事は、子どもの成長や
家族の安寧を願ってされていました。そしてア
ミューズメント要素もあったのでしょう。子ども
にとって非日常。とても楽しかったでしょうね。
大人も子どものために張りきったはず。
　子どもを喜ばせたいという想いはいつの時代も
変わらないものです。自分の子でも、近所の子で
もそれは同じだと思います。子どもたちを喜ばす
ために大人たちが一丸となる。行事とか文化の
根っこにあるのは子どもの喜ぶ顔なのかな、と最
近は思います。「後継者育成！」とかカチカチに
ならず、純粋に楽しむことができたらいいですね。

お詫びと訂正
　広報たかしま２月号 14 ページ「おめでとうご
ざいます」の記事に次の誤りがありました。訂正
のうえ、心からお詫びいたします。

（誤）上田　留治氏　→　上田　留次氏
問 総務課　ὸ（25）8000

問 高島市民病院　ὸ（36）0220（代）

 花粉症の季節がやってきました。花粉症の正
体は花粉に対して人間の体が起こすアレルギー
反応です。体の免疫反応が、花粉に過剰に反応
して花粉症の症状がでるのです。花粉症による
アレルギーは、ある日突然にやってきます。症
状は、くしゃみ・鼻水・鼻づまり・目のかゆみ
ですが、人によっては、頭痛・体のだるさ・イ
ライラ感など、さまざまな症状がでることもあ
り、意欲が低下して日常生活にまで支障をきた
すことがあります。 
　そんな厄介な花粉症でも、できるだけ快適に
過ごせるように対策を立てていきましょう。

　他にも効果があるといわれていることがあり
ますが、自分に合った方法を吟味して対応しま
しょう。
　また、無理をせず医療機関を受診することも
大切です。
　健診センターでは、人間ドッグや生活習慣病
予防健診、ミニ健診のオプションとして、アレ
ルギー検査を追加することができます。アレル
ギー検査で原因を特定させ、確実な予防の対策
を立てましょう。

花粉症　に注意しましょう

　花粉の飛散の多いときにマスクをつける
と、吸い込む花粉をおよそ 3 分の１から 6
分の 1 に減らし、鼻の症状を軽減させる効
果が期待されています。

　鼻の粘膜には線毛があり、粘膜の上の異物
を輸送します。うがいは、のどに流れた花粉
を除去するのに効果があります。かぜの予防
にもなりますので、外出から帰ってきたら、
うがいをしましょう。

　花粉が人間に付着しやすいのは表面に出て
いる頭と顔です。外出から帰ってきたら洗顔
して花粉を落とすと良いでしょう。

　花粉の飛んでいない日は外でもいいです
が、しっかり花粉を払うことが大切です。

マスクをつけましょう

うがいをしましょう

洗顔しましょう

洗濯ものは家の中に干しましょう
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健康推進課　 （２５）８０７８
（２５）５６７８
kenko@city.takashima.lg.jp

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
0 件
0 件
0 件

件　数
14 件
59 件

206 件
26 件
件　数

0 件
2 件
0 件
2 件

累計（1月～）
0 件
0 件
0 件
0 件

累計（1月～）
14 件
59 件

206 件
26 件

累計（1月～）
0 件
2 件
0 件
2 件

件　数
　９７件
　　１人

８人

件　数
　　３件
　　１件
　　０件
　　２件
　　１件
　　０件

前年比
　　　+　2 件

+　1 人
+　1 人

（平成 29 年１月末現在） （平成 29 年１月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

１月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

今　津（今津支所玄関北側）

朽　木（朽木支所前駐車場）

安曇川（安曇川支所裏駐車場）

高　島（高島支所東駐車場）

新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６４μ Sv/h 

０．０５７μ Sv/h

０．０７８μ Sv/h

０．０４２μ Sv/h

０．０５３μ Sv/h

０．０６８μ Sv/h

0.072

0.061

0.073

0.053

0.059

0.080

前月平均値

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h

μ Sv/h
※測定地点は他に24か所あります。測定結果は、
市のホームページをご覧ください。
※通常の値はおおむね 0.2 μ Sv/h 以下です。

区長さんに

インタビュー♪

必
ず  

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

「
市
営
住
宅
地
域   

あ
い
あ
い
タ
ウ
ン  

　
健
康
福
祉
の
地
域
づ
く
り
」

今
津
町
市
ヶ
崎
区

○
活
動
の
き
っ
か
け

　
市
ヶ
崎
地
区
は
、
今
津
町
時
代
に
福
祉
の

ま
ち
と
し
て
〝
あ
い
あ
い
タ
ウ
ン
〟
構
想
の

中
で
整
備
さ
れ
た
市
営
住
宅
の
地
区
で
す
。

つ
な
が
り
が
薄
く
顔
の
見
え
に
く
い
団
地
内

の
状
況
か
ら
不
安
に
思
っ
て
い
る
高
齢
者
の

方
が
多
く
、
ま
た
、
役
員
の
担
い
手
に
も
困

り
、ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
３
年
前
に
今
津
保
健

セ
ン
タ
ー
が
全
世
帯
に
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
、〝
孤
立
し
が
ち
で
不
安
を
持
つ
人

が
多
い
〟、〝
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
交
流

の
場
が
必
要
〟
と
い
う
結
果
を
自
治
会
内
に

伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

○
交
流
活
動
や
サ
ロ
ン
を
始
め
る

　
社
会
福
祉
協
議
会
や
今
津
保
健
セ
ン
タ
ー

の
人
た
ち
の
助
け
を
借
り
て
、
役
員
会
で
話

し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
交
流

活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
参
加
者

も
少
な
く
、
対
象
者
の
自
宅
へ
呼
び
に
行
く

こ
と
も
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
福
祉
推
進

員
さ
ん
も
８
名
に
増
え
、
会
を
盛
り
立
て
て

く
れ
て
い
ま
す
。

○
活
動
の
広
が
り

　
昨
年
は
、
子
ど
も
た
ち
の

集
ま
れ
る
場
も
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
、「
こ
ど
も
親
子

広
場
」
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
参
加

さ
れ
な
い
高
齢
者
の
方
に
も

声
を
か
け
、「
お
互
い
に
声

を
か
け
合
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
こ
と
」
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
思
い

　
今
後
は
、
周
辺
の
医
療
・
福
祉
施
設
と
も

よ
い
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
広
が
っ
た
活
動
を
縮
め
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
楽
し
く

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
が
ん
検
診
は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
、
３
月
31
日
（
金
）
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。

　
今
回
、
健
康
福
祉
の
地
域
づ
く
り
を

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
今
津
町
市
ヶ

崎
区
の
区
長 
坂
上
さ
ん
に
、
活
動
の

き
っ
か
け
や
今
後
の
思
い
に
つ
い
て
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

市ヶ崎区区長
坂上		正信さん

子ども親子広場でつくった
クリスマスツリー

市
民
の
方
か
ら
の
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

た
っ
た
一
日
で
一
年
の
安
心
！

　

乳
が
ん
が
分
か
っ
た
き
っ
か
け
は
、
検
診
で
し
た
。
最
初
の
診
断
は

良
性
の
「

乳
腺
症
」
で
し
た
。
良
性
で
は
あ
る
け
れ
ど
悪
い
も
の
に

変
わ
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
半
年
に
１
回
は
定
期
検
査
に
来
る
よ
う

に
お
医
者
さ
ま
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
不
安
だ
っ
た
の
で
最
初
の
半
年

の
検
査
は
行
き
ま
し
た
。
異
常
な
し
で
し
た
。
次
の
半
年
の
検
査
は

仕
事
の
忙
し
さ
と
診
察
の
煩
わ
し
さ
も
あ
り
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
後
ま
た
検
診
で
さ
ら
に
引
っ
か
か
り
、
精
密
検
査
の

結
果
、
初
期
の
乳
が
ん
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
初
期
で
あ

り
転
移
も
認
め
ら
れ
ず
、
乳
が
ん
の
タ
イ
プ
に
も
よ
る
の
で
す
が
、

私
の
場
合
は
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け
な
く
て
済
み
ま
し
た
。
手
術

に
よ
る
部
分
切
除
、
放
射
線
治
療
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
終
え
、
今

は
病
気
に
な
る
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

発
見
が
遅
れ
て
転
移
し
て
い
た
り
進
行
し
て
い
れ
ば
、
今
の
生
活
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
人
と
笑
顔
で
自
分
の
人
生
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
ぜ
ひ
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　　　　　　　　（

40
代
・
女
性
）
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高
島
市
で
は
、
災
害
時
に
は
防
災
行

政
無
線
や
携
帯
電
話
へ
の
エ
リ
ア
メ
ー

ル
で
避
難
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
他
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
か
ら
積
極
的
に
情
報
を
入
手
し

て
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

▼避難情報の種類、とるべき行動を再度ご確認ください！
※これらの情報が発令されていなくても、身の危険を感じる場合は避難を
開始してください。

　
平
成
28
年
８
月
の
台
風
第
10
号
災

害
で
は
、
岩
手
県
の
高
齢
者
施
設
へ

避
難
情
報
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
伝

わ
っ
て
お
ら
ず
、
適
切
な
避
難
行
動

が
と
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
尊
い

人
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
高
齢
者
等
が
避
難

を
開
始
す
る
段
階
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
た
め
、
全
国
的
に
避
難
情

「
避
難
準
備
情
報
」
の
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た
！

総合防災局　 （25）8133

避難情報
の種類 発令時の状況 とるべき行動

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難勧告や避難指
示（緊急）を発令す
ることが予想され
る場合

・いつでも避難ができるよう準備を
しましょう。身の危険を感じる人は、
避難を開始しましょう。
・避難に時間がかかる人（ご高齢の方、
障がいのある方、乳幼児をお連れの方
等）は避難を開始しましょう。

避難勧告
災害による被害が
予想され、人的被害
が発生する可能性
が高まった場合

・避難場所へ避難をしましょう。
・地下空間にいる人は、速やかに安全
な場所に避難しましょう。

避難指示
（緊急）

災害が発生するな
ど状況がさらに悪
化し、人的被害の危
険性が非常に高ま
った場合

・まだ避難していない場合は、直ちに
その場から避難をしましょう。
・外出することでかえって命に危険が
及ぶような状況では、自宅内の安全
な場所に避難をしましょう。

報
の
名
称
が
、
次
の
通
り

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

「避難準備情報」→「避難準備・高齢者等避難開始」
「避難勧告」 →「避難勧告」※名称変更なし

「避難指示」 →「避難指示（緊急）」

名
称
変
更

15 2017. ３月号

※概数



Town Topics
まち の 話題 タウントピックス

市内の高校生
スキーで全国大会に出場

　２月２日（木）から６日（月）まで群馬県
で行われた平成 28 年度全国高等学校総合体
育大会　第 66 回全国高等学校スキー大会に
滋賀県大会を勝ち抜いた次の選手が出場され
ました。（市民スポーツ課）　

※敬称略【個人の部】
出場選手 高校名 学年 出				場				種				目

坂口　未
み ゆ

祐 高島高校 ３ 女子ジャイアントスラローム
女子スラローム

小林　大
たいしん

晋 高島高校 ２ 男子クロスカントリー 10 ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10 ｋｍフリー

福田　　樹
たつき

高島高校 ３ 男子クロスカントリー 10 ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10 ｋｍフリー

齊藤　　颯
はやて

高島高校 ３ 男子クロスカントリー 10 ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10 ｋｍフリー

中尾　應
まさとも

伴 安曇川高校 ２ 男子クロスカントリー 10 ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10 ｋｍフリー

坂尾　尚輝 安曇川高校 １ 男子クロスカントリー 10 ｋｍクラシカル
男子クロスカントリー 10 ｋｍフリー

【男子リレー】
出場選手 高校名

福田    樹、齊藤　颯、小林    大晋、
前川　翔

しょう
、齊藤　兆

きざし
　　　　　　　

高島高校

読売巨人軍の育成ドラフト４位
坂本投手の激励会！

　12 月 24 日（土）に安曇川中学校で、昨秋のドラフト会
議で読売巨人軍の育成ドラフト４位に指名された坂本　工

こ う き

宜　
投手の激励会を行いました。
　激励会には、坂本選手の出身である安曇川中学校の野球部
員やスポーツ少年団の団員たちが参加しました。坂本投手
は、「自分がプロ野球選手になるという夢を持ち続けた結果、
ここまでこれたので、皆さんも目標を持ち続けてください。」
と締めくくりました。（市民スポーツ課）

スポ少時代の恩師とがっしり握手 参加者全員で記念撮影！

17 2017. ３月号

　２月４日（土）にマキノ高原マ
キノスキー場と朽木スキー場で、
冬のイベントが開催されました。
　今年はどちらのスキー場にも１
月後半の大雪が豊富に残っていた
ことから、それぞれのスキー場で
は家族連れや若者などが雪遊びを
楽しんでいました。

（秘書広報課） 盛り上がった恒例ビンゴ大会 スノーチュービングを楽しむ子ども

今年は雪がいっぱい！
マキノウィンターフェスティバル＆くつき雪まつり　

　昨年末から３月上旬ごろまで、道
の駅「藤樹の里あどがわ」と「くつ
き新本陣」で岩手盛岡特産品フェア
が行われています。この取り組み
は、高島出身の近江商人が盛岡で成
功した縁で、高島商人の末裔の関係
者が岩手県の方々と現在も交流を深
められていることから、東日本大震
災復興の支援をするため企画されま
した。（秘書広報課）

近江商人でつながる縁
復興願い、岩手盛岡フェア開催

火災から文化財を守ろう！
藤樹書院跡で消防訓練

　1 月 22 日（日）、文化財防火デーにあ
わせて安曇川の藤樹書院跡（国指定史跡）
および高島市良知館で消防訓練を行いまし
た。
　訓練は「藤樹書院跡敷地内の蔵から出火
しているのを良知館職員が発見、他の建物
まで延焼するおそれがある」という想定の
もとで実施。重要な文化財の運び出し、消
火器による初期消火訓練のほか、自警団と
消防団による放水訓練などが行われまし
た。参加者の皆さんは真剣な表情で訓練に
取り組まれていました。
　市では、毎年文化財防火デー（１月 26
日）にあわせて、さまざまな取り組みを実
施しています。火災から文化財を守り、後
世に伝えていくために、日々の防災意識の
大切さを訴えています。（文化財課）

　２月６日（月）から８日（水）まで、湖西中学校２年生の
郷土料理実習が、新旭エルダー女性の会が支援して行われ、
生徒たちはしょいめし等を作りました。これは、食育推進の
一環として、「郷土料理の伝承」と「地産地消」を目的に市
内他地域に先駆けて取り組まれてきたもので、今年で 13 年
目。できあがったしょいめしを食べて、生徒から
は「おいしい！　家でも作ってみ
たい。」という声も。
エ ル ダ ー の 皆 さ
んは「子どもとの
交流が楽しみ。許
される限り続けた
い。」と話されてい
ました。

（秘書広報課）

新旭エルダー女性の会と湖西中２年生
しょいめし作りました！　

朽木スキー場マキノスキー場
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　教育委員会 information 環境政策課　　　 （25）8104
　 ごみ減量対策課　 （25）8123

高島市教育委員会　
  第 1 回 定例会報告

		１月 27日開催
【議案】
・高島市教育委員会交際費の

支出基準および公開に関す
る要綱案

・高島市就学指導委員会規則
の一部を改正する規則案

・高島市立学校職員の自家用
自動車等の公務使用規程の
一部を改正する訓令案

【協議、報告事項】
⑴市内小学校いじめ事案にか

かる対応について　
⑵高島市教育大綱の変更につ

いて
⑶平成 29 年度「教育の重点」

の策定について
⑷財政的援助団体等の監査結

果に関する報告書について
⑸平成 28 年度卒業証書授与

式について
⑹高島市とびわこ成蹊スポー

ツ大学との連携・協力につ
いて

子
ど
も
の
褒
め
方
と
叱
り
方

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
現
代
社
会
に
お
い
て
、
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
な
日
々
。
だ
れ
も

が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
楽
し
み
な
が
ら
運
動
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
高
島
市
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
を
中
心
に
健
康
ス
ポ

ー
ツ
の
指
導
・
啓
発
活
動
の
１
つ

と
し
て
、
高
島
市
の
四
季
折
々
の

自
然
に
触
れ
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
す
る
「
里さ
と
湖う
み
で
地
域
を

結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

市
民
の
健
康
増
進
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

●平成29年度の予定

里
湖
で
地
域
を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ （

３
２
）
４
４
５
９開催時間９時～（受付：８時 30 分～９時）

今年度最後のウォー
キングを３月 26日
（日）に開催します。
集合場所は、今津町
南沼地先市有地で
す。参加料は１００
円。ウォーキングの
できる服装、靴でお
越しください。
ご参加お待ち
しています。

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
で
き

て
た
ね
。す
ご
い
や
ん
か
。

え
へ
へ

○
褒
め
ら
れ
る
経
験
は

　
　
自
己
肯
定
感
を
高
め
ま
す

　
自
信
や
希
望
や
挑
戦
す
る
力
は
褒

め
ら
れ
る
こ
と
で
育
ち
ま
す
。
子
ど

も
に
は
人
に
認
め
ら
れ
た
い
と
思
う

気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
す
。
周
り
の

大
人
が
上
手
に
接
す
る
こ
と
で
子
ど

も
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
ま
す
。

　　
子
ど
も
を
褒
め
る
ポ
イ
ン
ト

①
長
所
を
見
つ
け
て
あ
げ
る
。

②
で
き
て
当
た
り
前
と
思
わ
な
い

よ
う
に
す
る
。  

③
日
常
的
な
出
来
事
を
褒
め
る
。

④
よ
り
具
体
的
に
褒
め
る
。

○
叱
る
こ
と
の
必
要
性

　
相
手
や
子
ど
も
自
身
に
危
害
が
及

び
そ
う
な
時
、
道
徳
に
反
し
た
行
動

を
と
っ
た
時
な
ど
、
子
ど
も
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
叱
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
や
っ
て
は
い
け
な
い
叱
り
方

①
親
の
世
間
体
の
た
め
に
叱
る
。

②
子
ど
も
を
全
面
否
定
し
て
叱
る
。

③
過
去
の
話
に
遡
っ
て
叱
る
。

　

子
ど
も
の
頃
に
褒
め
ら
れ
た
こ

と
・
叱
ら
れ
た
こ
と
は
大
人
に
な
っ

て
も
強
く
印
象
に
残
り
ま
す
。
人
の

人
格
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
行
為

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
正
し
く
褒
め

る
・
叱
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

成
長
を
支
援
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
家
庭
相
談
課

　
（
２
５
）
８
５
１
７

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

相 談 先

開催予定日 開催予定地
  ４月23日（日） 安曇川地域
  ５月28日（日） 新旭地域
  ６月25日（日） 今津地域
  ７月23日（日） 朽木地域
  ９月24日（日） マキノ地域
10月22日（日） 高島地域
11月26日（日） 安曇川地域
  ３月25日（日） 新旭地域
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　地域の環境保全活動を推進していただくととも
に、市公共施設における環境負荷の監査をしてい
ただくなど、良好な生活環境を確保するために必
要な基本的事項についてのご意見や提言をいただ
く委員を募集します。

補助金申請受付状況２月 10日までの
○電気式生ごみ処理機　………………  …８２８件
○コンポスト　　　　　………………   ４４４件
○事業所用（大型）生ごみ処理機………   ２４件

（単位）ｔ

　環境センターに収
集された「燃やせる
ごみ」は前年度同月
に対して 58.83t
（6.3%）減少しま
した。
　引き続き、分別や
減量にご協力くださ
い。

  燃やせるごみの収集量１月の

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ご
み
分
別
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
み
の

分
別
意
識
や
資
源
化
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
実
施
し
ま
す
。
ご
自
宅
に
た

ま
っ
た
紙
ご
み
等
を
一
度
に
出
せ
る
機

会
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

��� ��� ��� ��� ���
（ि）

ୈ̍ि
������U
256.29t

ୈ̎ि
������U
232.19t

ୈ̏ि
������U
201.94t

ୈ̐ि
������U
186.54t

��� ������ �������
（ܭ߹）

ܭ  ߹
������U
 876.96t

Ｈ 28
Ｈ 29

高島市未来へ誇れる
環境づくり推進委員会委員

開
催
日　

３
月
19
日
日

時
間
・
場
所
（
雨
天
決
行
）　

　
【
午
前
の
部
】
10
時
～
12
時

　
　
今
津
町
南
沼
地
先　
市
有
地

　
【
午
後
の
部
】
14
時
～
16
時

　
　
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
駐
車
場

収
集
対
象
物

　
紙
ご
み
、
古
着
、
燃
え
な
い
ご
み
Ｂ
類
（
小

型
金
属
類
、
小
型
電
気
製
品
類
、
傘
、
栄
養
ド

リ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
）、
有
害
ご
み
、
飲

食
用
カ
ン
、
飲
食
用
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル

※
ご
自
分
で
ご
み
の
分
別
を
し
て
か
ら
、
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

会
場
で
係
の
者
が
ご
説
明
し
ま
す
。）

任　　期　２年間（平成 29 年４月～平成 31 年３月）
募集人員　３人以内
応募期限　３月 10 日（金）
申込方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、環
　　　　　境政策課または各支所へ提出してくだ
　　　　　さい。　

※詳しくは、環境政策課または各支所で配布して
いる応募用紙をご覧ください。　

資源ごみを臨時収集

リ
サ
イ
ク
ル
広
場 

開
催
！

ඐ 

ഀ 

ބ
ॺ࡯ܯౡߴ

๏຿ߴہౡग़ுॴ

ຽ会ؗࢢౡߴ

༗஍ࢢ௡ொೆপ஍ઌࠓ
会　場

௡౦ŠŶŤƃࠓ

࿏
ಓ
प
ބ

Ӻ
௡
ࠓ
ߐ
ۙ

会  場

募集
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（地域包括支援センター）

（25）8150
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　４月１日からご使用いただく新しい国民健康保険被保険者証（カード）を３月下旬に
世帯主へ郵送します。紛失などに注意し、大切に保管してください。
★現在お使いの被保険者証は４月以降、各自で廃棄していただくか、保険年金課または
各支所窓口へご返却ください。

国民健康保険証の切り替えは４月１日です

国民年金保険料 免除等  の申請手続きをお忘れなく！

　免除申請を忘れていたために保険料未納期間がある方等は、
　一度、市役所保険年金課または各支所、大津年金事務所へご相談ください。

→平成 28年７月分から平成 29年６月分まで
※平成 26 年 4 月の法律改正により、申請日から２年
１か月前の月分まで遡って免除申請することができる
ようになりました。詳しくはお問い合わせください。

　平成 28 年６月までは 30 歳未満の被保険者を
納付猶予の対象としていましたが、昨年７月１日
からは、50 歳未満の被保険者も対象者に含まれ
ています。（対象期限に条件があります。）

猶予免除
等

「保険料免除制度」と「納付猶予制度」
　失業など経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の
納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度」があります。該当の方は
保険年金課または各支所で手続きをしてください。

平成 28年度の免除等審査対象の月分 平成28年７月１日から、50歳未満の
被保険者も納付猶予の対象となりました

社会保険に加入されていませんか？
　就職などで会社の健康保険等に加入された方で、
高島市の国民健康保険被保険者証をお持ちの方は、
資格喪失手続きが必要です。新しい健康保険に加入
されても、国保の資格は自動的に喪失しません。会
社の健康保険等の保険料と国保税の二重払いにもな
りますので、必ず保険年金課または各支所窓口で手
続きを行ってください。資格喪失手続きをされずに
国民健康保険被保険者証を使用して診療を受けた場
合、会社の健康保険等の資格が発生した時点に遡っ
て医療費を返還していただくことになりますので、
ご注意ください。

●手続きに必要なもの
・現在お持ちの国保の被保険者証・印鑑
・新しく加入された社会保険等の保険証（家族全員分）
・本人確認書類（免許証等）
・マイナンバーカードまたは通知カード

 学 の被保険者証を交付しています
　国民健康保険は、住民登録されている市町村でご加
入いただくことが原則ですが、高島市国民健康保険に
加入されている方で、高校や大学などに就学のために
転出される場合、特例として㊫の国民健康保険証を交
付することができます。交付を希望される方は、保険
年金課または各支所窓口で手続きを行ってください。
　現在㊫の被保険者証をお持ちの方も毎年申請が必要です。

●手続きに必要なもの
・お持ちの被保険者証・学生証、在学証明書等
・印鑑・本人確認書類（免許証等）
・マイナンバーカードまたは通知カード

有効期限をご確認ください

　ただし、次の方は有効期限が年度途中となっていま
すのでご確認ください。

有効期限　平成 30 年３月 31 日

① 退……の被保険者証をお持ちの方で65歳になられる方
　　→ 65歳の誕生月の月末まで
　　　退（退職者医療制度）は、65 歳未満の方が対象です。
②…75 歳になられる方
　　→ 75歳の誕生日の前日まで
　　　75 歳からは後期高齢者医療制度に変わります。
※①・②とも、新しい保険証は郵送しますので手続きは不要です。

詳しくは、保険年金課まで
お問い合わせください。

21 2017. ３月号

保険年金課　 （25）8137
　大津年金事務所　 077（521）1789

「
い
つ
ま
で
も
自
分
の
口
か
ら
、
お
い
し
く
食
事
が
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
応
援
し
ま
す
！

～
口
か
ら
食
べ
る
事
が
も
た
ら
す
も
の
～

　
　
私
た
ち
の
心
身
は
、
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
で

　
　
　
栄
養
摂
取
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
良
い
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
～
日
頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
～

①
口
腔
ケ
ア

　
歯
磨
き
や
義
歯
の
手
入
れ
は
き
ち
ん
と
行
い

ま
し
ょ
う
。

②
歯
科
受
診

　
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
ち
、
定
期
的
な
受

診
で
お
口
の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
虫
歯
や

歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。
義
歯

が
合
わ
な
い
場
合
も
何
度
で
も
相
談
し
、
自
分

に
合
っ
た
義
歯
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

③
し
っ
か
り
噛
ん
で
食
べ
る

　
柔
ら
か
い
も
の
ば
か
り
で
な
く
し
っ
か
り
噛

め
る
食
材
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
食
べ
る
た
め
の
筋
力
を
鍛
え
る

　
の
ど
や
舌
の
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
と
う
ま

く
飲
み
込
め
な
く
な
り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
か

ら
お
口
の
筋
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
介
護
予
防
出
前
講
座
」
や
「
在
宅
医
療
出

前
講
座
」
な
ど
で
医
師
や
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
、
保
健
師
や
リ
ハ
ビ
リ
職
員
が
地
域
に
出

向
い
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
活
用
し

お
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
唾
液
の
分
泌
が

　
促
さ
れ
る

　
「
お
い
し
そ
う
」
と
感
じ

た
り
、
噛
ん
で
味
わ
っ
た
り

す
る
こ
と
で
唾
液
の
分
泌
が

促
さ
れ
ま
す
。
唾
液
は
消
化

を
助
け
た
り
、
口
の
中
の
汚

れ
を
洗
い
流
す
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
は

人
生
に
大
き
な
喜
び
を
も
た
ら
し
ま

す
。
病
気
や
加
齢
な
ど
で
う
ま
く
食

べ
る
事
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、
食

べ
る
力
の
維
持
や
回
復
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
高
島
市
で
は
医
療
や
介
護
関
係
者

が
在
宅
で
療
養
さ
れ
る
方
の
「
口
か

ら
食
べ
る
こ
と
へ
の
支
援
」
に
つ
い

て
話
し
合
い
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
し
、「
食
べ
る
事
」
に
関

し
て
の
悩
み
や
困
り
ご
と
等
あ
り
ま

し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
歯

科
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
化
器
の
活
動
が

　
盛
ん
に
な
る

　

五
感
が
刺
激
さ
れ
る
と
、

胃
な
ど
の
消
化
器
は
実
際
に

食
物
が
入
っ
て
く
る
前
か
ら

受
け
入
れ
準
備
を
始
め
る
の

で
、
活
動
が
活
発
に
な
り
消

化
吸
収
が
よ
く
な
り
ま
す
。

３

　
欲
求
が
満
た
さ
れ
る

　
食
べ
る
こ
と
は
生
き
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
行
為

で
す
。
食
べ
た
い
と
い
う
欲

求
が
満
た
さ
れ
る
と
き
、
人

は
大
き
な
満
足
感
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１　
脳
が
活
性
化
す
る

　
彩
り
の
良
い
献
立
や
お
い

し
そ
う
な
匂
い
、
味
わ
い
な

ど
食
べ
る
行
為
は
五
感
を
刺

激
し
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま

す
。

２

４

例
え
ば
ス
ル
メ
を
噛
む
。
噛
む
力

を
つ
け
る
た
め
に
は
な
か
な
か
噛
み

切
れ
な
い
食
品
を
使
っ
て
噛
み
し
め

る
訓
練
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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生活相談課（消費生活センター）
　 （25）8125

師
も
走
る　

心
せ
わ
し
き　

年
の
暮

子
ら
連
れ
て　

駆
け
る
街
並
み　

蜜
柑
色

鈴
生
り
だ　

そ
れ
も
実
で
な
く　

小
鳥
た
ち

味
噌
を
搗つ

き　

年
を
越
し
て
の　

味
待
て
り

永
観
堂　

見
渡
す
限
り　

紅
葉
が

初
め
て
の　

ア
ベ
ノ
ハ
ル
カ
ス　

眺
め
よ
し

ぼ
け
防
止　

か
け
算
九
九
を　

も
う
一
度

は
し
ゃ
ぐ
曾こ孫
の　

自
慢
で
渡
す　

通
信
簿

雪ゆ
き

解げ

川　

音
高
く
し
て　

時
を
告
ぐ

年
金
も　

お
年
玉
へ
と　

早
変
り

マ
キ
中
の　

陸
上
更
新　

秋
分
に

帰
省
待
つ　

出
会
楽
し
み　

時
計
見
つ

初
雪
や　

伊い

吹ぶ
き

嶺ね

雲く
も

を　

抜
き
ん
出
て

毛
糸
玉　

ク
ル
ク
ル
ま
わ
り　

や
せ
て
い
く

す
き
間
風　

こ
こ
ろ
が
少
し　

風
邪
を
引
く

退
院
し　

妻
に
や
り
た
し　

此
の
痩
せ
身

ま
た
一
ツ
年
を
取
り　

元
気
で
あ
れ
ば
と　

ね
が
ふ
の
み

峰み
ね

繋つ
な

ぐ　

昨ゆ
う
べ夜
の
雪
や　

比
良
比
叡　

初
日
の
出　

山
と
空
と
に　

輝
や
い
て

大
雪
や　

親
子
す
ず
め
の　

ど
こ
ね
ぐ
ら

何
も
か
も　

包
ん
で
く
れ
る　

白
い
雪

伊
吹
山　

早
く
も
来
た
り　

雪
化
粧

待
ち
わ
び
て　

春
の
足
音　

雪
融と

か
す

上
が
る
上
が
る　

冷
た
い
冬
空
に　

熱
気
球

初
夢
よ　

め
で
た
き
こ
と
の　

多
か
れ
と

つ
ぶ
ぞ
ろ
い　

今
年
も
丹
波
の　

豆
を
煮
る

今
年
こ
そ　

脚あ
し

腰こ
し

鍛き
た

え　

軽か
ろ

や
か
に

盆
栽
の　

蕾つ
ぼ
みを
付
け
て　

春
を
待
つ

ま
た
一
つ　

歳
は
と
っ
た
が　

気
は
若
い

巣
立
つ
春　

夢
と
希
望
は　

無
制
限

お
年
玉　

今
年
も
健
康　

い
た
だ
い
て

春
が
来
た　

残
雪
少
な　

伊
吹
山

高
島
を　

想
い
集
ま
る　

３
億
円

ト
ラ
ン
プ
が　

世
界
経
済　

掻か
き

回ま
わ

す

煩ぼ
ん

悩の
う

去
り
て　

に
ご
り
な
き
世
に　

除
夜
の
鐘

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

吉
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

山
本　
節
子
（
新
・
熊
野
本
）

立
石　
隆
松
（
今
・
浜
分
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

伊
丹　
良
子
（
新
・
新
庄
）

駒
井
か
つ
え
（
安
・
常
磐
木
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

上
原　
秀
雄
（
新
・
深
溝
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

粟
津　
満
子
（
マ
・
山
中
）

盆
梅
に　

命
あ
ふ
れ
る　

花
が
咲
き

梅
目
覚
め　

目
白
来
た
り
て　

独
演
会

心
晴
れ　

ぽ
か
ぽ
か
陽よ

う

光こ
う　

散
歩
道

仕
事
終
え　

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
は　

至
福
の
ひ
と
と
き

山
々
が　

芽
生
え
て
来
た
や　

初
春
だ

ダ
イ
エ
ッ
ト　

今
年
こ
そ
は
と　

意
気
込
み
を

孫
の
た
め　

今
年
も
祝
う　

雛
人
形

カ
ゼ
ひ
い
た　

ア
ホ
で
は
な
い
と　

安
堵
す
る

孫
き
た
り　

庭
の
履
物　

Ｌ
ば
か
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

憎
い
人
に
は　

言
え
ぬ
良
さ

風
そ
よ
ぎ　

水
仙
の
花　

香
り
に
満
ち

寒
の
入
り　

仕
込
み
始
ま
る　

日
本
酒

わ
ず
か
な
る　

芽め

ぶ
き
梢こ
ず
えの　

あ
か
る
み
て

春
め
く
と　

今
、
贈
り
た
い　

あ
り
が
と
う

寒か
ん

風ぷ
う

に　

耐
え
き
て
に
っ
こ
り　

土
手
水
仙

節
分
の　

豆
を
か
ぞ
え
し　

老
い
思
う

初
春
を　
　

呼
ぶ
う
ぐ
い
す
の　

谷
わ
た
り

初
詣　

五
円
硬
貨
を　

掻
集
め

雪
化
粧　

香
り
に
お
う　

梅
の
花

早
春　

残
雪
眩
し　

芽
吹
き
待
つ

迎
春
で　

一
日
一
日　

懸
命
に

日
め
く
り
の　

格
言
唱
え
る　

日
の
始
め

春
待
ち
て　

愚
痴
も
笑
い
の　

立
ち
話

暗
い
空　

一
夜
明
け
れ
ば　

銀
世
界

成
人
式　

キ
ラ
リ
凛り

り々

し
い　

孫
娘

こ
た
つ
の
中　

身
腰
あ
が
ら
ぬ　

メ
タ
ボ
体

大
雪
に　

頬ほ
ほ

被か
ぶ

り
し
て　

大
根
引
く

「
さ
る
か
に
」
の　

役
で
頭
に　

紙
の
臼

初
春　

友
に
長な

が

御ご

無ぶ

沙さ

汰た　

侘
び
し
け
り

ト
ン
ト
ン
と　

箔
を
打
つ
音　

外
は
雪

騙
さ
れ
て　

ま
た
血
税
を　

十
億
圓

寒
の
内　

夏
の
名
ご
り
や　

ざ
く
ろ
あ
り

選
挙
戦　

大
雪
対
手
に　

苦
戦
す
る

初
日
の
出　

健
康
願
い　

頭こ
う
べた
れ

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

霜
降　
里
子
（
新
・
藁
園
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

北
川
美
佐
子
（
安
・
西
万
木
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

奥
谷
千
代
子
（
安
・
田
中
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

上
原　
久
枝
（
新
・
針
江
）

清
水　
　
茂
（
今
・
深
清
水
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

河
野
弥
寿
男
（
高
・
鵜
川
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

桒
原　
和
枝
（
新
・
熊
野
本
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

伊
吹　
忠
義
（
マ
・
中
庄
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

北
川　
君
江
（
安
・
青
柳
）

みんなで
みんなでつくるみんなのページ 季節にあった  すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

…▼次回締切　　　　…▼掲載月

３月27日　…５月号（月）
必着/

次の掲載は５月号です。季節にあった
すてきな作品をお待ちしています。

　いつも「みんなで５７５」コーナーへのご応募・ご愛読いただきましてありがとうございます。
　この度、皆さんからの応募作品数の増加等によりコーナーを再考し、平成 29年５月号掲載分（募集期間：
２月 28日火～３月 27日月）より、応募いただいた全作品から編集部で選考し、15作品程度の掲載を予定
しています。選考は、季節感やユーモアなどを基準に行う予定です。皆さんのご応募をお待ちしております。

お
知
ら
せ

～
み
ん
な
が
主
役
に
な
れ
る
と
こ
ろ
～

ゆ
め
咲
く
マ
ル
シ
ェ
開
催

　
働
く
女
性
の
家
（
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
高
島
）
で

は
、
市
内
の
起
業
を
目
指
す
女
性
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
活
動
紹
介
の
場
と
し
て
「
ゆ

め
咲
く
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７
」を
開
催
し
ま
す
。

館
内
で
は
夢
ふ
く
ら
む
素
敵
な
お
店
に
身
近
な

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
揃
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。▼

日
時　

３
月
19
日
日  

10
時
～
15
時

▼
場
所　

働
く
女
性
の
家

　
　
　
　
　
（
今
津
町
今
津
１
６
４
０
番
地
）

▼
内
容　
手
づ
く
り
の
パ
ン
や
雑
貨
の
販
売
、
癒

し
体
験
（
ア
ロ
マ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、

占
い
、
ヨ
ガ
体
験
な
ど
約
30
店
舗
が

出
店
予
定
で
す
。
館
外
で
は
、
う
ど

ん
や
唐
揚
げ
等
も
販
売
し
ま
す
。

★
当
日
は
、
隣
接
す
る
『
た
か
し
ま
結
び
と
育
ち

の
応
援
団
』
で
「
子
ど
も
用
品
く
る
く
る
市
」
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

働
く
女
性
の
家
（
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
高
島
）

　
（
２
２
）
５
７
７
５

～
み
ん
な
が
主
役
に
な
れ
る
と
こ
ろ
～

ゆ
め
咲
く
マ
ル
シ
ェ
開
催

働
く
女
性
の
家
（
ゆ
め
ぱ
れ
っ
と
高
島
）
で

は
、
市
内
の
起
業
を
目
指
す
女
性
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
活
動
紹
介
の
場
と
し
て
「
ゆ

め
咲
く
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
７
」を
開
催
し
ま
す
。

館
内
で
は
夢
ふ
く
ら
む
素
敵
な
お
店
に
身
近
な

お
子
さ
ん
の
遊
ぶ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
の

雑貨販売の様子

これまでの様子

　ウイルスのニセ警告に気をつけて！

ひとこと 助言

　パソコンで動画を見ていたら、　
　突然警告音が鳴り出し、「警告！

ウイルスが検出されました」という表示が
出た。不安になり画面に出ていた番号に電
話をかけると、ウイルス対策ソフトをイン
ストールするように言われて、料金をクレ
ジットカードで支払った。

○警告音や表示が出ても落ち着きましょう。
○慌てて表示された連絡先に電話をかけないようにしましょう。
○警告音や画面を消す方法は、独立行政法人情報処理推進機構
（IPA）のホームページが参考になります。

○困ったときはすぐに消費生活センターに相談しましょう。

注意点
　ウイルスに感染したという「ニセ警告」
で、電話をかけるように仕向ける手口が
増えています。突然あらわれる警告は、
本当にそのパソコンの状態を知らせるも
のではなく、ソフトを購入させようと誘
導する広告の可能性があります。

ʂ ग़ݕ΢ィルスࠂܯ

警
告
が
出
た
ら
、

焦
ら
ず
深
呼
吸
！

事   例


